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１
． 

山
手
線
・
内
回
り
・
車
内
（
昼
） 

電
車
の
音
。 

制
服
姿
の
両
角
紬
（
１
６

）
、

シ
ー
ト
中
央
に
座
っ
て
い
る
。 

ス
マ
ホ
を
触
る
フ
リ
を
し
な
が
ら
、
ド
ア
横
に
い
る
男
を
見

て
い
る
。 

ス
ー
ツ
姿
の
藤
森
大
樹
（
２
８
）
で
あ
る
。 

大
樹
は
仕
切
り
板
に
体
を
預
け
、
車
内
表
示
の
広
告
を
眺
め

て
い
る
。 

紬
の
口
が
自
然
と
緩
む
。 

電
車
が
止
ま
り
、
ド
ア
が
開
く
。 

大
樹
、
降
り
る
際
に
名
刺
入
れ
を
落
と
す
。
周
囲
の
人
間
が

手
伝
い
、
事
な
き
を
え
る
。
が
、
一
枚
の
名
刺
が
車
内
に
残

さ
れ
て
る
。 

紬
、
そ
の
名
刺
を
拾
う
。 

 

２
． 

池
袋
駅
・
構
内
（
昼
） 

通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
過
ぎ
。
ピ
ー
ク
時
よ
り
は
人
が
少
な
い
。 

紬
、
時
間
を
確
認
し
て
か
ら
改
札
に
入
る
。 

 

３
． 

山
手
線
・
内
回
り
・
車
内
（
昼
） 

目
白
過
ぎ
。
人
が
ま
ば
ら
に
立
っ
て
い
る
。 

紬
、
座
っ
て
い
る
が
、
落
ち
着
か
な
い
様
子
。 

車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
高
田
馬
場
を
告
げ
る
。 

人
が
出
入
り
し
、
最
後
に
大
樹
が
乗
る
。 

大
樹
、
仕
切
り
板
に
背
を
預
け
る
。
鞄
に
つ
い
て
い
る
小
さ

な
動
物
チ
ャ
ー
ム
が
き
ら
り
と
光
る
。 

紬
、
手
帳
か
ら
名
刺
を
取
り
出
す
。
「
株
式
会
社
郷
辰 

シ

ス
テ
ム
研
究
開
発
グ
ル
ー
プ 

エ
ン
ジ
ニ
ア 

藤
森
大
樹
」

と
あ
る
。 

大
樹
、
広
告
動
画
を
眺
め
て
い
る
。 

紬
、
迷
い
つ
つ
も
、
渡
す
こ
と
を
決
意
。 

立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
。 

が
、
紬
の
隣
、
中
年
男
性
が
大
き
な
く
し
ゃ
み
。 

紬
、
迷
惑
そ
う
に
隣
を
見
る
。 
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中
年
男
性
は
、
鼻
を
す
す
る
。 

紬
、
う
ん
ざ
り
し
な
が
ら
も
立
ち
上
が
る
。 

大
樹
に
近
づ
く
。 

し
か
し
、
大
樹
は
イ
ヤ
ホ
ン
を
し
て
目
を
閉
じ
て
い
る
。 

紬 
 

「
あ
の
、
こ
れ
、
こ
の
前
落
と
し
て
ま
し
た
よ
」 

紬
、
名
刺
を
差
し
出
す
。 

大
樹
、
反
応
が
な
い
。 

紬
、
大
樹
に
名
刺
を
ツ
ン
ツ
ン
と
当
て
る
。 

大
樹
、
紬
と
名
刺
の
存
在
に
驚
く
。 

慌
て
て
イ
ヤ
ホ
ン
を
外
す
。 

大
樹 

「
え
？ 

あ
、
こ
れ
、
俺
の
？
」 

紬
、
大
樹
の
顔
色
の
悪
さ
に
気
づ
く
。 

紬 
 

「
急
に
す
み
ま
せ
ん
。
昨
日
、
落
と
し
た
と
こ
見
ち
ゃ
っ
て
」 

大
樹 

「
わ
ざ
わ
ざ
拾
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
ね
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

大
樹
、
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
名
刺
を
し
ま
う
。 

紬 
 

「
変
な
事
言
う
ん
で
す
け
ど
、
体
調
悪
い
で
す
か
？ 

顔
、
真
っ
白

で
す
よ
」 

車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
新
大
久
保
を
告
げ
る
。 

大
樹 

「
た
だ
の
寝
不
足
で
す
よ
。
学
生
さ
ん
に
バ
レ
ち
ゃ
う
な
ん
て
恥
ず

か
し
い
な
」 

電
車
が
止
ま
り
、
ド
ア
が
開
く
。 

ア
ジ
ア
系
外
国
人
の
団
体
が
喋
り
な
が
ら
入
っ
て
く
る
。 

紬
は
大
樹
か
ら
離
れ
た
場
所
に
追
い
や
ら
れ
る
。 

紬
、
大
樹
と
な
ん
と
か
視
線
を
合
わ
せ
る
。 

大
樹
、
笑
顔
で
手
を
挙
げ
て
応
え
る
。 

車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
新
宿
を
告
げ
る
。 

一
気
に
人
が
降
り
る
。
大
樹
も
い
な
く
な
る
。 

降
り
た
数
と
同
じ
だ
け
、
人
が
乗
っ
て
く
る
。 

紬
、
ホ
ー
ム
を
見
る
。 

大
樹
が
軽
く
頭
を
下
げ
、
去
っ
て
い
く
。 

 

４
． 

学
校
・
教
室
（
昼
） 昼

休
み
。
生
徒
た
ち
は
自
由
に
過
ご
し
て
い
る
。 

紬
、
そ
し
ら
ぬ
顔
で
教
室
に
入
る
。 
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女
子
１
「
も
う
お
昼
で
す
け
ど
ー
」 

紬 
 

「
う
ち
、
朝
弱
い
か
ら
」 

紬
、
机
に
鞄
を
置
く
。 

女
子
１
、
紬
を
じ
ろ
じ
ろ
と
見
る
。 

女
子
１
「
い
う
て
、
ビ
ジ
ュ
決
ま
っ
て
ん
じ
ゃ
ん
」 

紬 
 

「
人
間
、
諦
め
る
と
メ
イ
ク
時
間
が
長
く
な
る
も
ん
よ
」 

女
子
１
と
紬
、
け
ら
け
ら
と
笑
い
合
う
。 

女
子
１
「
で
も
単
位
大
丈
夫
な
ん
？
」 

紬
、
固
ま
る
。 

女
子
１
「
え
ぇ
ー…

…

」 

 

５
． 

新
宿
（
夜
） 

代
々
木
～
新
宿
間
の
実
景
。
ビ
ル
群
、
大
ガ
ー
ド
な
ど
。 

み
な
、
他
人
に
興
味
な
さ
そ
う
に
、
忙
し
な
く
歩
い
て
い
る
。 

 

６
． 

山
手
線
・
外
回
り
・
車
内
（
夜
） 

新
宿
駅
付
近
。
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
。 

紬
、
狭
そ
う
に
し
て
い
る
。 

衝
撃
が
あ
り
、
急
停
車
。
線
路
内
立
ち
入
り
の
報
せ
。 

苛
立
つ
者
や
電
話
を
か
け
る
者
、
諦
め
た
よ
う
に
た
め
息
を

つ
く
者
な
ど
が
い
る
。 

 

７
． 

新
宿
駅
・
線
路
（
夜
） 

紬
の
乗
る
電
車
が
、
ホ
ー
ム
に
半
分
ほ
ど
到
着
し
て
い
る
。 

電
車
の
目
前
に
は
駅
員
が
複
数
降
り
立
ち
、
青
い
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
を
広
げ
て
い
る
。 

ホ
ー
ム
か
ら
は
野
次
馬
が
覗
き
、
撮
影
す
る
者
も
い
る
。 

次
々
に
駅
員
や
警
官
が
到
着
し
、
野
次
馬
を
散
ら
せ
る
。 

 

８
． 

山
手
線
・
外
回
り
・
車
内
（
夜
） 

紬
、
人
の
間
か
ら
窓
を
見
る
。 

ホ
ー
ム
の
野
次
馬
を
認
め
る
。 

小
さ
な
た
め
息
。 
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９
． 

新
宿
駅
・
ホ
ー
ム
（
夜
） 

紬
の
乗
る
電
車
、
前
２
両
を
除
き
、
ホ
ー
ム
に
到
着
し
て
い

る
部
分
の
扉
が
開
か
れ
る
。 

ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
人
が
出
て
い
く
。 

紬
も
押
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
出
る
。 

降
り
て
も
う
ま
く
動
け
ず
、
自
販
機
の
隣
に
逃
げ
込
む
。 

紬
の
靴
に
何
か
が
当
た
る
。 

下
を
見
る
と
、
大
樹
の
つ
け
て
い
た
動
物
チ
ャ
ー
ム
が
あ
る
。 

し
ゃ
が
ん
で
拾
う
。 

チ
ャ
ー
ム
を
眺
め
、
端
に
血
が
つ
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。 

喉
が
ヒ
ュ
ッ
と
鳴
る
。 

視
線
は
電
車
へ
。 

人
が
い
な
く
な
っ
た
車
両
。 

前
２
両
に
は
外
か
ら
目
張
り
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
先
に
は
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
広
げ
る
駅
員
が
並
ぶ
。 

紬
、
近
く
に
い
る
駅
員
の
目
を
盗
ん
で
車
両
の
中
へ
。 

 

１
０
． 

山
手
線
・
車
内
（
夜
） 

紬
、
無
人
の
車
両
を
走
る
。
先
頭
へ
と
。 

時
折
、
接
続
部
の
ド
ア
に
邪
魔
さ
れ
な
が
ら
。 

後
方
車
両
に
い
た
駅
員
が
紬
に
気
づ
い
て
追
い
か
け
る
。 

紬
、
目
張
り
さ
れ
た
車
両
に
到
着
。 

運
転
席
の
ガ
ラ
ス
に
血
が
つ
い
て
い
る
。 

駅
員 

「
ち
ょ
っ
と
！ 

立
ち
入
り
禁
止
だ
よ
！
」 

駅
員
、
紬
を
強
く
引
っ
張
る
。 

駅
員 

「
興
味
本
位
で
見
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
よ
。
ほ
ら
、
来
い
」 

紬
、
無
抵
抗
。 

駅
員
、
開
扉
中
の
車
両
か
ら
紬
を
押
し
出
す
。 

紬 
 

「
あ
の
」 

 

１
１
． 

新
宿
駅
・
ホ
ー
ム
（
夜
） 

駅
員 

「
な
に
。
言
っ
と
く
け
ど
見
せ
な
い
か
ら
ね
」 

紬 
 

「
知
り
合
い
か
も
し
れ
な
く
て
」 

駅
員
、
神
妙
な
面
持
ち
に
な
る
。 
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紬 
 

「
男
性
で
す
か
」 

駅
員
、
少
し
思
案
し
て
か
ら
頷
く
。 

紬
、
驚
愕
の
表
情
。 

駅
員
、
小
声
で
、 

駅
員 

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
け
ど
、
１
０
代
ぐ
ら
い
に
見
え
た
」 

紬
か
ら
乾
い
た
笑
い
が
漏
れ
る
。 

紬 
 

「
じ
ゃ
あ
、
ち
が
う
か
も
、
で
す
」 

駅
員 
「
な
ら
い
い
。
振
り
替
え
輸
送
は
？
」 

紬
、
頷
く
。 

駅
員
に
頭
を
下
げ
、
そ
の
場
を
離
れ
る
。 

ス
マ
ホ
で
こ
の
事
故
に
つ
い
て
検
索
し
な
が
ら
、
人
ご
み
の

中
に
消
え
て
い
く
。 

 

１
２
． 

山
手
線
・
内
回
り
・
車
内
（
昼
） 

紬
、
ド
ア
横
の
仕
切
り
に
寄
っ
か
か
っ
て
い
る
。
い
つ
も
大

樹
が
い
る
場
所
で
あ
る
。
表
情
は
虚
ろ
で
、
泣
き
腫
ら
し
た

目
を
し
て
い
る
。 

車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
高
田
馬
場
を
告
げ
る
。 

紬
、
乗
っ
て
く
る
は
ず
の
大
樹
を
探
す
。
だ
が
、
い
な
い
。 

閉
扉
と
共
に
口
元
を
押
さ
え
る
。 

鼻
を
す
す
り
、
鞄
の
ポ
ケ
ッ
ト
を
ま
さ
ぐ
る
。 

紬
の
手
が
止
ま
る
。 

ポ
ケ
ッ
ト
を
広
げ
る
。
そ
こ
に
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
大
樹
の
動

物
チ
ャ
ー
ム
が
入
っ
て
い
る
。 

紬
、
チ
ャ
ー
ム
を
握
り
、
目
を
瞑
る
。 

電
車
の
音
、
車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
喋
り
声
。
す
べ
て
の
喧
騒

が
紬
を
置
き
去
り
に
す
る
。 

 

１
３
． 

学
校
・
教
室
（
昼
） 女

子
１
が
ス
マ
ホ
を
見
て
、 

女
子
１
「
紬
、
明
日
か
ら
ち
ゃ
ん
と
来
る
っ
て
よ
」 

女
子
２
「
な
に
な
に
。
朝
い
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
」 

女
子
１
「
さ
ぁ
？ 

で
も
今
日
は
休
む
っ
て
」 

女
子
２
「
寝
溜
め
で
ど
う
に
か
し
よ
う
と
し
て
ん
な
」 
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女
子
１
、
２
が
笑
い
合
う
。 

 

１
４
． 

新
宿
駅
（
昼
） 

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
ら
し
い
混
雑
具
合
。 

み
な
、
忙
し
な
く
歩
い
て
い
る
。 

 

１
５
． 

新
宿
駅
・
ホ
ー
ム
（
昼
） 

ニ
ュ
ー
ス
の
音
声
「
昨
日
午
後
９
時
ご
ろ
、
新
宿
駅
で
、
山
手
線
外
回
り
で
人

身
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
２
０
代
男
性
が
死
亡
。
こ
の
影
響
で
、
山
手

線
は
外
回
り
、
渋
谷
～
池
袋
間
で
約
４
０
分
に
わ
た
り
運
転
を
見
合
わ
せ

ま
し
た
。
本
件
に
よ
り
ホ
ー
ム
ド
ア
の―

―

」 

紬
、
人
を
避
け
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
。 

昨
晩
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
隠
さ
れ
て
い
た
あ
た
り
に
到
着
し
、

立
ち
止
ま
る
。 

フ
ァ
ン
、
と
警
笛
が
鳴
る
。 

風
に
煽
ら
れ
る
、
紬
の
髪
。 
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り 


